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自転車に乗って
「楽しさ」発見

「自転車愛好家ならではご意見を
いただきまして……」
これは、先日の2月議会で私が

行った一般質問に対する答弁の冒
頭で、市の担当部長が言った言葉
です。このように、今では議会の
中でも「自転車といえば平野」と
いうふうに皆さんに認識いただい
ています。しかし、実は私は根っ
からの自転車好きというわけでは
ありません。たしかに、2年前に
初当選してから、私は市役所まで
いつも自転車で通っています。こ
れはただ、その時私に自動車がな
かっただけのことで、いわば「仕
方なく」自転車で来るようになっ
たのです。しかし、このように自
転車で通ううち、私はその楽しさ
を次々と発見し、これをやめられ
なくなってしまいました。片道15
分の自転車走行は毎日の適度な運
動になり、日ごろの政治活動を支
える体力づくりとなっている。通
勤中に地域の方々と会った際に気
軽にあいさつや言葉を交わせるこ
とで、その活動の幅を広げられる。
さらに、季節の移ろいを肌で感じ
ながら通勤し、途中で今まで気づ

自転車先進都市への
「スタートライン」に

しかし、冒頭の担当部長の発言で
もお察しいただけるように、四日市
市は決して自転車の先進都市とはい
えません。平成25年に自転車ネッ
トワーク計画を策定し、毎年数路線
ずつ自転車レーンの整備を進めるも
のの、その整備個所は散在していて、
どの利用者層をターゲットにしてい
るのか明確ではありません。私が市
の担当者に他市の先進事例を紹介し
ても、話を理解しているのかどうか
もわからない。そんな状況で、もど
かしささえ感じていました。
こんな中で、私のような一期目の

若輩議員が得意げに自転車のことを
物申しても、効果は薄い。そう感じ
た私は、当市の職員にも直接、全国
で自転車利用に熱心に取り組む行
政マンたちの話を聞いてもらうしか
ないと感じました。そこで、今年1
月に開催された「自転車利用環境向
上会議in静岡」に、四日市市の職員
にも参加してもらうことを早い段階
からお願いして、2名の職員に参加
してもらうことができました。私は、
会議の休憩時間や懇親会の際に彼
らを連れて、何人もの方に紹介して
回りました。また、彼らも他の参加

かなかった絶景ポイントを見つけ
るなど、地域の魅力を再発見でき
る。このように、自転車に乗るこ
とで心がより豊かになった。そん
な気がしています。私にとって自
転車は、そういった数々の「楽し
さ」を享受するための手段なのだ
と思います。
このように、自転車がもたらして

くれる多くの「楽しさ」に気づいて
から、私はこれをほかの四日市市民
にも感じてもらいたいと活動し、自
転車活用推進研究会や自転車利用
環境向上会議など市外に出て人脈
拡大や情報交換に努めるようにな
りました。そういった場で、自活研
理事長の小林成基氏や地球の友・
金沢の三国成子氏とお会いし、さら
にそこから多くの方をご紹介いた
だくことができました。そういった
場で出会った方々は、皆さん初対面
の私にも気さくに接して、いろいろ
なことを教えてくださいます。偉
そうな言い方になってしまうので
すが、自転車に携わる方々は、お話
していてとても気持ちのいい方が
多いなあ、そんなことをいつも感じ
ています。今回の全国自転車議員
ネットワークのリレー寄稿のバト
ンも、このようなご縁の中で授かっ
たわけです。
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『自転車のまち⇒幸せなまち』をめざそう

連載

文 平野 貴之（ひらの たかゆき）四日市市議会議員

本ページの担当事務局：特定非営利活動法人 自転車活用推進研究会 事務局
〒141-0021 東京都品川区上大崎3-3-1 自転車総合ビル4階
TEL 080-3918-2932　　URL http://www.cyclists.jp/



045　自転車・バイク・自動車駐車場　パーキングプレス　2017　 4月号

ツ・フェスティバル」が毎年開催され、
全国から競技者が集まってきています。
また、四日市競輪場ではいつも熱い
レースが繰り広げられています。しか
し、このような全国レベルの競技イベ
ントが市内で開催されているにもかか
わらず、これを市民の自転車利用促進
につなげられていないのが現状です。
今後は、これらを市民に親しみ深いも
のにしていき、行政と市民の自転車へ
の関心を高めていく必要があります。
自転車先進国のデンマークは、世
界一幸せな国ともいわれます。自転
車と幸せの間に相関関係があるのか
どうかはわかりません。しかし、冒
頭で述べたように、私は自転車に乗
ることで多くの「楽しさ」を得ること
ができました。このように、一人で
も多くの人たちに、自転車を介して
新たな魅力を発見し、豊かさを感じ
てもらいたい。そのことが、豊かな
まちの実現にもつながると確信して
います。そのために、私は今後も行
政を巻き込みながら市内外で情報交
換を進めていき、自身の活動に取り
組んでいきたいと考えています。

者の方々のお話を積極的に聞いて多
くのヒントを得たようでした。今回
の彼らの参加によって、四日市市の
担当職員も、自転車先進都市の皆さ
んと「同じ頭」で取り組んでいき、市
の自転車政策の方向性が開けていく。
少なくともそのスタートラインに立
つことができたのではないかと感じ
ています。

親から子へ、
日常的な「学び」を

私は現在、個人的に地元のまちづ
くり推進協議会の交通安全部会長を
務めていて、地区の自転車安全教室
などを担当しています。こういった
活動の中でも、例えば「らくもび」の
バス死角体験や「スマートコーチン
グ」の自動車学校のコースを利用し
た自転車講習など、全国の自転車活
動家の皆さんの取り組みを参考にさ
せていただき、地域の人たちが自分
の身を守るための走り方を身につけ
られるような講習会にしていきたい
と考えています。
また、いかに充実した講習会も年

に1、2回の開催では学んだことを
忘れてしまいます。日常的且つ実
践的な場を子どもたちに提供するた
めには、保護者の皆さんに協力して
もらうことが最も効果的と考えます。
お父さんやお母さんに、子どもと一
緒に自転車に乗って公園や買い物に
行って、そこで安全な自転車の乗り
方を教えてもらう。こうすることで、
子どもたちは実際に自動車が走る公
道で、安全な走り方をマンツーマン
で日常的に学習できることになりま
す。このような推進を、市内の保護
者の方々に行っていきたいと考えて

います。保護者の皆さんにも、自分
の子の命を守るために必要なのだと
認識していただければ、自発的な取
り組みが期待できると思います。実
際に、私も毎朝長男を幼稚園に送っ
ているのですが、その時はそれぞれ
が自転車に乗っていき、そこで左側
通行や交差点で注意すべき点などを
教えています。
また、昨年4月には「日本一楽し

い自転車教室」ウィーラースクール・
ジャパンに長男と参加しました。自
転車好きの子どもを増やし、その子
たちが大人になって自動車を運転す
るようになった時に、自転車のこと
を気遣えるようになってもらいたい。
そんなドライバーを増やしていって、
自転車と自動車がお互いに理解し合
える環境を作っていきたいというコ
ンセプトには、なるほどなあ、と感
心させられました。

心豊かなまちの実現へ

現在四日市市では、ジュニアの自転
車競技大会である「サイクル・スポー

連   

載


